
平成２６年度 事業報告書 
 

 

１．臓器提供発生時の対応 

 

臓器移植コーディネーターを設置し、臓器提供に関する情報や連絡に基づき、３６５日２４時

間体制で対応し、各医療機関との調整及び臓器提供希望者の家族に対し、移植医療についての説

明や承諾後の支援等、臓器提供が適切且つ円滑に行われるよう努めた。 

 

（１）臓器移植コーディネーター及び臓器移植推進員の設置 
      

（２）コーディネート業務 
    

①【献眼業務】 

・ドナー家族や医療機関、愛知県不老会等の連絡に対し、摘出医師と共に入院先の病院を 

訪問し、ドナー家族等へ献眼についての説明を行った。 

  

＜平成２６年度献眼業務事例一覧＞   提供件数 ４件（連絡件数 ４件） 

事例 提供月日 提供施設 登録状況 提供者 備考(移植者等) 

１ 11/8(土) 可児とうのう病院 アイバンク登録 
70 歳代男性 

(１眼) 

・70 歳代女性 

  (岐阜赤十字病院) 

２ 11/10(月) 木沢記念病院 不老会 
80 歳代女性 

(1 眼) 
＊非適応 

３ 12/20(土) 岐阜大学病院 意思表示カード 
70 歳代女性 

(2 眼) 

・70 歳代男性 

(岐阜赤十字病院) 

・40 歳代女性 

(岐阜赤十字病院) 

 

 

 

 

４ 1/6(火) 太田病院 不老会 
90 歳代女性 

(1 眼) 

・60 歳代男性 

(岐阜赤十字病院) 

 

  ＜平成２６年度角膜移植実績件数＞ 

角膜移植件数     ５件 

  うち今年度提供角膜使用数  ４件 

  うち保存角膜使用数     １件 

 

 

【参考：岐阜県下における角膜の移植状況】    

区 分 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

移植希望者数    ７人    ４人  ４人   ４人   ３人 ９人 

提 供 件 数   ８件   ９件  １１件  １０件  ６件 ４件 

移 植 件 数  １２件  １１件 １３件  １５件  ８件 ５件 

                   ＊角膜移植希望者数については各年度末現在の人数を示す 

  

 



  ②【臓器提供業務】 

・ドナー患者の入院先医療機関から連絡を受けて訪問し、家族等へ移植医療についての説

明を行った。 ※患者家族等へ説明を行った件数⇒１件 

・（公社）日本臓器移植ネットワークコーディネーターと共に、病院及び関係者との連絡

調整を行った。 

・平成２６年度は臓器提供件数が全国的に減少しており、当県においても結果として臓器

提供には至らなかった。 

     脳死下臓器提供件数    ５３件（H25） ⇒ ５０件（H26） 

     心停止下臓器提供件数   ３２件（H25） ⇒ ２７件（H26） 

     合計件数         ８５件（H25） ⇒ ７７件（H26）    

 出典先：（公社）日本臓器移植ネットワーク 

 

             

【参考：岐阜県下における腎臓の移植状況】 

区 分 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

移植希望者数 ２６９人 ２５６人 ２４５人 ２５０人 ２６２人 ２６３人 

提 供 件 数  １件  ２件  ３件  ３件  ０件  ０件 

移 植 人 数  １人  ２人  ６人  ４人  ０人  ０人 

＊腎移植希望者数については各年末現在の人数を示す 

 

（３）臓器提供者の遺族への対応 

・角膜及び臓器提供に至ったドナー家族に対して、弔電や感謝状の送付、伝達、移植患者の 

経過報告、移植患者からのサンクスレターの送付等を行った。 

・ドナー慰霊祭に出席 → 平成２６年５月２５日（覚王山日泰寺） 

・遺族訪問件数    → ３件 

 

 

２．臓器移植に関する知識の普及啓発及び臓器提供意思表示の普及推進 

 

（１）関係医療機関等への周知 

   ・平成２２年７月１７日の改正臓器移植法施行後、県内では６件の脳死下臓器提供が実施され

たが、近年は各施設からの情報提供が少ない為、医療機関が容易に提示できるよう選択肢提

示用リーフレット『ご家族のみなさまへ』を２００部作成し、各院内コーディネーターへ配

布した。 

 

（２）臓器移植普及推進月間街頭キャンペーンの実施 

・１０月の臓器移植普及推進月間にあわせて、県民に対し、啓発物品としてマスクや布巾、ハ

ンカチ等を配布し、移植医療の正しい理解を深めるよう普及啓発及び臓器提供の意思表示を

ドナー家族及び病院等からの連絡件数          ２件 

うち脳死下及び心停止下臓器提供に至った件数       ０件 

⇒ ・承諾に至る前に死亡（１件） 

・提供適応外（１件） 



呼びかけた。 

・10/25,26 の岐阜県農業フェスティバルでは、二日間とも晴天に恵まれ、新たな試みとして移

植医療に関するアンケート及びクイズを実施した。アンケートでは 715 名の方にご協力いた

だけたが、クイズに関してはアンケートに追われ初日のみ実施した。 

・県内各保健所、市町村、特定非営利活動法人岐阜県腎臓病協議会及びライオンズクラブ等の 

協力を得て、県下において普及啓発活動を行った。 

                            （計２８会場で実施）  

 

実施日 開催地 イベント 

  

  ８月２６日（火）

 ９月 ７日（日） 

 １０月 ４日（土） 

    ５日（日） 

 

 

 

１２日（日） 

  

   １８日（土） 

１９日（日） 

 

 

 

 

２５日（土） 

  

２６日（日） 

 

 

１１月 ２日（日） 

 

 

 

９日（日） 

 

 

１５日（土） 

１６日（日） 

 

３０日（日） 

 

 

山 県 市 

各 務 原 市 

岐 阜 市 

岐 阜 市 

大 野 町 

高 山 市 

郡 上 市 

神 戸 町 

岐 阜 市 

高 山 市 

笠 松 町 

可 児 市 

関 市 

美 濃 市 

下 呂 市 

美 濃 加 茂 市 

岐 阜 市 

岐 阜 市 

岐 阜 市 

大 垣 市 

岐 阜 市 

中 津 川 市 

白 川 町 

飛 騨 市 

養 老 町 

土 岐 市 

美 濃 加 茂 市 

可 児 市 

可 児 市 

川 辺 町 

多 治 見 市 

 

岐北まつり  

各務原市福祉フェスティバル 

信長まつり 

信長まつり 

ふれあい２０１４大野町まつり 

第２５回高山市市民健康まつり 

郡上八幡ふるさとまつり 

どんとこい神戸まつり 

岐腎協キャンペーン 

第３１回高山市福祉フェスティバル 

リバーサイドカーニバル２０１４ 

可児市健康フェア２０１４ 

関市民健康フェスティバル 

美濃市福祉健康いきいきフェア 

秋の収穫祭 

健康福祉すこやか福祉フェスティバル 

岐阜県農業フェスティバル 

岐阜県農業フェスティバル 

みどり健康まつり 

大垣市民福祉フェスティバル 

岐阜市民健康まつり 

平成２６年度中津川市健康福祉まつり 

美濃白川ふるさとまつり 

飛騨市農業まつり 

養老改元１３００年祭 

第２６回土岐市福祉まつり 

みのかも市民まつり 

可児農業祭 

可児農業祭 

川辺町ふれ愛まつり 

多治見市農業祭 



（３）教育施設及び支援団体等の普及啓発講座及び各団体主催による普及啓発活動 

・一般県民への普及啓発を進めるため、支援団体の講演会へ臓器移植コーディネーターが赴

き、臓器移植に関する講演を行った。また、支援団体主催行事の後援団体として協力し、

研究会や学会等ではブースを設置し普及啓発に努めた。 

 

開催日 団 体 名 等 

４月２０日 NPO 法人ソムニード            [ハートフルスクエアーＧ] 

６月 ９日 岐阜県警（検視官対象） 

７月１２日 

１３日 

第２５回サイコネフロロジー研究会 

チャリティーコンサート（１３日）        [長良川国際会議場] 

８月２８日 

   ２９日 
第１３回日本組織移植学会               [長良川国際会議場] 

１０月１７日 大垣東ライオンズクラブ第 1239 例会      [大垣フォーラムホテル] 

１１月１６日 第１１回市民公開講座 腎移植講演会      [岐阜県図書館研修室] 

１１月１９日 大垣自動車学校 

１２月１８日 ソロプチミスト岐阜              [岐阜グランドホテル] 

 

（４）メディア等を利用した普及啓発 

・事務局移転に関する記事が掲載され移植及び登録に関する問い合わせが相次いだ。 

  ＜１１月５日(水)岐阜新聞朝刊・１７日(月)中日新聞朝刊＞ 

・１０月の普及推進月間広告を掲載。＜9/26 朝日新聞朝刊・理事長挨拶文掲載＞ 

・第１１回市民公開講座の案内を掲載。＜10/15広報ぎふ＞ 

・大垣自動車学校での講演会記事が掲載された。 

    ＜１１月３０日(日)中日新聞朝刊（西濃版）＞ 

・岐阜乗合自動車（岐阜バス）市内路線バス１００台に搭載されているバスチャンネルで 

１５秒広告を２０分１サイクルで繰り返し放映した。＜10/1～31 128,235回放映＞ 

    ・ぎふチャン地上デジタル放送・データ放送の県広報で意思表示啓発を行った。<11/20～12/4> 

   ・ＦＣ岐阜の選手を起用した岐阜県オリジナル意思表示啓発ポスターを 600枚作成した。 

   

           
     11/5岐阜新聞及び 11/17中日新聞朝刊         11/30中日新聞朝刊（西濃版） 



    

岐阜県オリジナル意思表示啓発ポスター 

 

 

 

 

 

（５）臓器提供意思表示の呼びかけ及びカードの設置 

・県内各保健所、市町村、県内高等学校、透析施設、看護大学・専門学校、自動車学校等へ岐

阜県オリジナルポスターを配布し、意思表示を呼びかけるとともに出前講座の依頼をした。 

また、眼科医会所属施設（約１００施設）に献眼推進ポスターの掲示を依頼した。 

    ・県内各薬局（約 1,000 店舗）へカードの設置依頼をした。 

・タクシー等に意思表示啓発ステッカーの貼付を依頼した。（羽島タクシー） 

・自動車学校へカード設置依頼及び教習車にステッカーの貼付を依頼した。（大垣自動車

学校・大垣南自動車学校・土岐自動車学校） 

・各市町村へ成人式の際に臓器提供意思表示カードの配布を依頼した。 

 

（６）移植医療推進会議の実施 

    ・移植医療の推進の為、県内の臓器移植関係者が臓器移植に関する諸問題を検討する会議を開

催した。 

 

 

３．移植医療従事者及び医療機関相互の協力体制の確立に関する援助 

 

（１）臓器提供の院内体制の整備及び病院啓発                  ・

院内体制整備及びマニュアル改正 

医療機関名 臓器移植コーディネーター訪問日 

高山赤十字病院 7/28・9/29・11/17・1/26 

岐阜市民病院 7/22・3/17  

公立学校共済組合東海中央病院 7/22・1/15 

朝日大学歯学部附属村上記念病院 10/16 

羽島市民病院 3/18 

岐阜県立多治見病院 3/19 
 

病院啓発 

医療機関名 実施日・内容等 

公立学校共済組合東海中央病院 7/22 院内研修会 

岐阜県厚生連中濃厚生病院 10/9 院内研修会 

大垣市民病院 3/17  臓器提供に関する委員会 

 



（２）院内臓器提供連絡調整員を対象とした研修会の開催 

平成２６年度は新たに１０名を臓器提供連絡調整員に委嘱した。総勢４５名の調整員が脳

死下臓器提供可能施設として院内の臓器提供体制整備に取り組み、また、臓器提供できるよ

うマニュアル整備を行っている。 

≪脳死下臓器提供可能施設≫ 

 ＊岐阜大学医学部附属病院   ＊岐阜県総合医療センター   ＊岐阜県立多治見病院 

 ＊岐阜市民病院        ＊大垣市民病院        ＊高山赤十字病院 

 ＊岐阜県厚生連中濃厚生病院   

 ＊社会医療法人厚生会木沢記念病院   ＊社会医療法人蘇西厚生会松波総合病院 

≪院内体制整備中施設≫ 

 ＊公立学校共済組合東海中央病院    ＊朝日大学歯学部附属村上記念病院 

 ＊羽島市民病院 

 

・院内における移植医療を円滑に行えるよう、調整員の資質向上を目的とした研修会及び新任

者コーディネーター研修会を行った。 

①平成２６年度新任院内移植コーディネーター研修会  

平成２６年９月５日（金）  岐阜県医師会館        出席者：６名 

1)移植医療概論 

2)院内コーディネーターの役割 

3)岐阜県臓器提供の現状・心停止下腎臓提供の流れ 

4)フリートーク 

②第２８回岐阜県院内臓器提供連絡調整員研修会 

平成２６年９月５日（金）  岐阜県医師会館        出席者：２９名 
講演：今後の普及啓発と情報公開について 

講師：雁瀬 美佐 様 日本臓器移植ネットワーク 事業推進部部長  

③第２９回岐阜県院内臓器提供連絡調整員研修会  

平成２６年１１月７日（金）岐阜県医師会館        出席者：２０名 

講演：脳死下臓器提供を経験して～主治医としての思い～ 

講師：神原 淳一 様 名古屋第二赤十字病院救急科 

④第３０回岐阜県院内臓器提供連絡調整員研修会 

  平成２７年２月２０日（金）岐阜大学サテライトキャンパス 出席者：１９名 

     講演：心肺同時移植を受けて 

     講師：心肺同時移植者 

 

 

４．腎臓移植希望者に対する支援 

 

（１）腎臓移植希望者組織適合検査の実施 

・県内透析医療施設に対し腎臓移植希望者調査を実施し、移植希望者の問診と組織適合検査を

行った。（組織適合検査については、岐阜大学医学部附属病院に委託） 
 

（２）腎臓移植希望者への検査費用の助成 

・腎臓移植希望者の（公社）日本臓器移植ネットワークへの新規登録及び、更新登録に必要な

検査に係わる費用の助成を行った。 

 



 費 用 区 分 新規腎臓移植登録希望者 更新腎臓移植登録希望者 

検 査 費 用 37,000円 5,000円 

内

訳 

自己負担額 5,000円 2,000円 

協会助成額 20,000円 3,000円 

（公社）日本臓器移植ネットワーク補助額 12,000円  

＊平成２６年６月       平成２６年度登録者の血清保存     ２０５名 
    ＊平成２６年６月・１０月   平成２６年度新規登録と組織適合検査   ２２名 

 

 

５．その他 

 

（１）事務局の移転 

    ・平成２６年１１月１日（土）に岐阜県庁内から岐阜大学医学部附属病院内に事務局を移転し、

     これに伴い、事務局長及び事務局次長は岐阜大学医学部附属病院職員が兼務し、事務局体制

     も一新した。 

 

（２）機関誌「ぎふジン・アイバンク便り」の発行 

     ・県民や医療機関、支援団体の方々に当協会の活動を理解していただくため「ぎふジン・アイ 

バンク便り第１３号」を事務局移転の案内も掲載し、１２月に１，０００部発行した。 

 

（３）理事会・評議員会の開催 

開 催 日 内 容 等 

６月 ３日  第１回理事会 事業報告・決算承認・業務執行報告・評議員会開催決議等 

６月２３日  定時評議員会 事業報告・決算承認 

７月１８日  第２回理事会 (みなし決議の方法による)評議員会召集の決定 

７月３１日  第２回評議員会(みなし決議の方法による)役員の選任 

１０月１５日  第３回理事会 (みなし決議の方法による)事業計画(修正)・補正予算・事務局移転・

評議員会招集の決定 

１０月２４日  第３回評議員会(みなし決議の方法による)事務局移転の承認 

３月２０日  第４回理事会 事業計画・予算承認・賛助会員規程の一部改正・業務執行報告・評議員

会開催決議等 

３月３１日  第４回評議員会(みなし決議の方法による)評議員の選任 

 

（４）賛助会員の募集 

・三師会、各市町村、透析医療機関等当協会の趣旨に賛同し、事業活動を積極的に支援してい

ただける団体並びに個人よりご賛同いただけた。 

                                    （順不同・敬称略） 

賛賛  助助  会会  費費  収収  入入  ９９６６３３，，００００００円円  

◎団体 

（一口 10,000 円以上） 

(一社)岐阜県医師会 (一社)岐阜県薬剤師会 (公社)岐阜県看護協会 

３６市町村(人口割) 県内８透析医療機関  

◎個人(一口 2,000円以上) 個人会員４名 



（５）寄附金の依頼及び募金活動 

・ライオンズクラブ国際協会３３４－Ｂ地区をはじめ、関係支援団体及び県民の皆さまからの

善意の寄附金、また、関係医療機関等に設置してある募金箱により支えられた。 

                                          

（順不同・敬称略） 

寄寄  附附  金金  収収  入入  １１，，７７７７８８，，３３００６６円円    

ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ第 1 ﾘｼﾞｮﾝ ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ第 2 ﾘｼﾞｮﾝ 明智ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ 

ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ国際協会 334-B地区年次大会 NPO 法人岐阜県腎臓病協議会 

岐阜県眼科医会 眼科医療機関医師（１名） 岐阜県眼鏡商業協同組合 

国際ソロプチミスト岐阜 個人  

募募  金金  収収  入入  １１００１１，，７７４４５５円円    

西濃保健所 山田眼科院 辻中眼科 

松波総合病院 医療法人社団大誠会 木村内科 

木村眼科 東濃信用金庫駄知支店 農業フェスティバル 

 

（６）研修会への参加 

・中日本支部主催の臓器移植コーディネーター定期連絡会（随時開催）に出席し、臓器移植

ネットワークとの連携を強化し、他県のコーディネーターとの情報交換を行った。 

また、全国アイバンク・腎バンク連絡協議会、研修会等へ協会職員を派遣し、各種情報の収

     集と臓器移植コーディネーターとしての資質向上に努めた。 

 

 会議・研修会名 会場・開催月 

 

臓器移植コーディネーター定期連絡会議 

第２７回日本脳死・脳蘇生学会 

全国アイバンク連絡協議会 

第１３回日本組織移植学会 

第５０回日本移植学会総会 

都道府県臓器移植推進組織協議会総会 

都道府県移植コーディネーター研修会 

脳死下臓器提供施設研修会 

第４８回日本臨床腎移植学会 

東海北陸地区アイバンク広域活動連絡会 

 

  名古屋市  （年３回） 

 東京都   （平成２６年 ６月） 

  東京都   (平成２６年 ７月)    

岐阜市    (平成２６年 ８月) 

東京都    (平成２６年 ９月) 

東京都   (平成２６年１１月) 

東京都   （平成２７年 １月） 

  名古屋市  （平成２７年 １月） 

 名古屋市  （平成２７年 ２月） 

  静岡県   （平成２７年 ２月）  

 

 

 

＊事業報告の附属明細書 

 附属明細書については、事業報告の内容を補足する重要な事項が存在しないため作成せず。 


